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第114回定時株主総会招集ご通知に際しての
インターネット開示事項

新株予約権等に関する事項
業務の適正を確保するための
体制及び当該体制の運用状況

 

【連 結 計 算 書
 

類】
連結株主資本等変動計算書
連 結 注 記 表

 

【計 算 書
 

類】
株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
個 別 注 記 表

宇部興産株式会社

当社は、第114回定時株主総会招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、新
株予約権等に関する事項、業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運
用状況、連結株主資本等変動計算書、連結注記表、株主資本等変動計算書およ
び個別注記表につきましては、法令および定款第16条の規定に基づき、当社ホ
ームページ（http://www.ube.co.jp）に掲載することにより株主の皆さまに
提供しております。

表紙
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新株予約権等に関する事項

1. 当社の役員が保有する職務執行の対価として交付した新株予約権の概要

区分 発行決議の日 保有者数 新株予約権の数 目的である株式の
種類および数

新株予約権の割当時の
払込金額（１株当たり） 行使期間 種類

取
締
役
（
監
査
等
委
員
で
あ
る
者
並
び
に
社
外
取
締
役
を
除
く
）

2007年 2 月 7 日 １名 11個
(100株/個)

普通株式
1,100株 3,880円 2007年 2 月22日から

2032年 2 月21日まで １

2007年 6 月28日 １名 8個
(100株/個)

普通株式
800株 3,510円 2007年 7 月13日から

2032年 7 月12日まで １

2008年 6 月27日 １名 10個
(100株/個)

普通株式
1,000株 3,260円 2008年 7 月14日から

2033年 7 月13日まで １

2009年 6 月26日 １名 13個
(100株/個)

普通株式
1,300株 2,230円 2009年 7 月13日から

2034年 7 月12日まで １

2010年 6 月29日 ２名 30個
(100株/個)

普通株式
3,000株 1,860円 2010年 7 月14日から

2035年 7 月13日まで １

2011年 6 月29日 ２名 31個
(100株/個)

普通株式
3,100株 2,270円 2011年 7 月14日から

2036年 7 月13日まで １

2012年 6 月28日 ２名 31個
(100株/個)

普通株式
3,100株 1,360円 2012年 7 月13日から

2037年 7 月12日まで １

2013年 6 月27日 ２名 45個
(100株/個)

普通株式
4,500株 1,560円 2013年 7 月12日から

2038年 7 月11日まで １

2014年 6 月27日 ３名 55個
(100株/個)

普通株式
5,500株 1,350円 2014年 7 月14日から

2039年 7 月13日まで １

2015年 6 月26日 ４名 102個
(100株/個)

普通株式
10,200株 1,810円 2015年 7 月13日から

2040年 7 月12日まで １

2016年 6 月29日 ４名 84個
(100株/個)

普通株式
8,400株 1,610円 2016年 7 月15日から

2041年 7 月14日まで ２

2017年 6 月29日 ４名 89個
(100株/個)

普通株式
8,900株 2,820円 2017年 7 月15日から

2042年 7 月14日まで ２

2018年 6 月28日 ４名 68個
(100株/個)

普通株式
6,800株 2,584円 2018年 7 月14日から

2043年 7 月13日まで ２

2019年 6 月27日 ４名 124個
（100株/個）

普通株式
12,400株 1,910円 2019年 7 月13日から

2044年 7 月12日まで 2

監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役

2012年 6 月28日 １名 13個
（100株/個）

普通株式
1,300株 1,360円 2012年 7 月13日から

2037年 7 月12日まで 1

2013年 6 月27日 １名 16個
（100株/個）

普通株式
1,600株 1,560円 2013年 7 月12日から

2038年 7 月11日まで 1

2014年 6 月27日 １名 17個
（100株/個）

普通株式
1,700株 1,350円 2014年 7 月14日から

2039年 7 月13日まで 1

2015年 6 月26日 １名 18個
（100株/個）

普通株式
1,800株 1,810円 2015年 7 月13日から

2040年 7 月12日まで 1

（注） 1. 種類１の主な行使条件
①当社取締役および執行役員のいずれの地位をも喪失した日の翌日（権利行使開始日）から８年間に限り行使することができる。
②新株予約権を放棄した場合には、権利行使できないものとする。

2. 種類2の主な行使条件
①当社取締役および執行役員のいずれの地位をも喪失した日の翌日（権利行使開始日）から10日間に限り行使することができる。
②新株予約権を放棄した場合には、権利行使できないものとする。

3. 新株予約権の行使時の払込金額
1株当たり1円

4. 取締役が保有している新株予約権には、取締役就任前に付与されたものを含みます。
5. 監査等委員である取締役が保有している新株予約権は、当人が監査等委員取締役に就任する前に付与されたものです。
6. 2017年10月1日付で10対1の割合で株式併合をいたしました。これにより新株予約権による付与株式数の調整を行い、新株予約権の

数、目的である株式の種類および数、新株予約権の割当時の払込金額（1株当たり）等が変更となっております。

2. 当事業年度中に職務執行の対価として当社の従業員等に対し交付した新株予約権の概要

発行決議の日 従業員等への
交付者数 新株予約権の数 目的である株式の

種類および数
新株予約権の割当時の

払込金額（１株当たり） 行使期間

2019年 6 月27日 執行役員　21名 291個
(100株/個)

普通株式
29,100株 1,910円 2019年 7 月13日から

2044年 7 月12日まで
（注） 1. 主な行使条件

①当社取締役および執行役員のいずれの地位をも喪失した日の翌日（権利行使開始日）から10日間に限り行使することができる。
②新株予約権を放棄した場合には、権利行使できないものとする。

2. 新株予約権の行使時の払込金額
1株当たり1円
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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
　当社は内部統制システム構築の基本方針に関し、取締役会において下記のとおり決議しております。(当初決議日：
2006年５月11日、直近の改訂決議日：2019年６月27日）

1. 当社及びグループ会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
　当社及びグループ会社からなるＵＢＥグループは、グループ全体の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を図
ることを、その基本的使命とする。そのために当社は、監査等委員会設置会社として、監査権や意見陳述権を有する
監査等委員である取締役が取締役会において議決権を保有する体制を整え、取締役会による業務執行の監督機能を強
化するとともに、重要な業務執行の決定を代表取締役社長に委任することで業務執行の迅速化を図るなど、実効的な
コーポレート・ガバナンスを確立することにより、適正な事業活動を持続的に営み、株主をはじめ顧客、取引先、従
業員、地域社会等の全てのステークホルダーに対する責務を果たし、その信認を得ることに努める。これを具現化す
るため、コーポレート・ガバナンス確立のための基本要素であるＵＢＥグループの運営方法及び意思決定システムを
次の通りとする。なお、これを実施する基本方針として「グループ経営指針」を位置づけるものとする。
①「グループ経営」「カンパニー連結経営」の運営方法

ア）グループマネジメント
　取締役会は経営戦略上の重要な業務執行の状況と経営成績を監督する。取締役会よりＵＢＥグループの業務執
行を委任された代表取締役社長が、執行方針を明確にし、各カンパニーの目標を設定するとともに、その目標の
達成に必要な人・モノ・金の経営資源を配分する。またカンパニーの権限を越える重要執行案件の解決に当たる。
　また、代表取締役社長から権限委譲を受けた業務執行取締役および執行役員は、取締役会の監督機能の実効性
を確保するため、中長期経営計画における業務執行状況や内部統制システムの構築・運用状況について定期的な
報告を行う。

イ）カンパニーマネジメント及び業務執行
　グループマネジメントと合意した方針に基づき配分された経営資源を有効活用し、カンパニーの目標達成に向
けて自律的に業務を執行する。

ウ）グループスタッフ部門
　グループマネジメント及びカンパニーマネジメントの戦略立案機能や業績管理機能の補佐、人・モノ・金の経
営資源の調達、事業部門に共通する機能あるいは専門性の高い機能を集約して効率的に提供する等の役割を担う。

②意思決定システム
　経営における「監督機能」と「業務執行機能」を分離し、透明で効率的な企業経営の推進のため、経営の意思決
定に関し以下の会議体を設ける。

ア）取締役会
　会社法及び「取締役会規程」で規定された事項、会社の基本方針及び重要な執行案件について、株主利益の
代弁者として中長期的な視点から審議・決議する。
　更に、意思決定及び経営監視に独立した第三者の視点を加え経営の効率性・透明性・客観性を確保するため、
社外取締役を招聘する。
　また、取締役会の下部組織として取締役数名による「指名委員会」「報酬委員会」を設置する。

イ）経営会議
　「グループ経営指針」及び「経営会議規程」に基づき、グループ全体の資源配分や調整が必要な事項、グル
ープ全体に影響を及ぼす重要事項について審議・決定する。
　また、｢経営会議」と並列する「高圧ガス保安委員会」では、高圧ガス保安法で定める「保安対策本部等」と
して化学プラントの保安管理に関わる重要事項を審議・決定する。

ウ）カンパニー会議
　「グループ経営指針」及び「カンパニー会議規程」に基づき、カンパニーレベルにおける当社及びグループ
会社の事業戦略等重要事項を審議・決定する。

エ）本社役員会議
　「グループ経営指針」及び「本社役員会議規程」に基づき、本社部門レベルにおける当社及びグループ会社
の事業戦略等重要事項を審議する。

【運用状況の概要】
　取締役会は、取締役９名で構成され、そのうち社外取締役は４名です。当社は、当期において取締役会を14回開
催し、会社の基本方針および重要な執行案件を審議・決定するとともに、取締役会における審議・報告を通じて取
締役の職務の執行を監督しています。なお、指名委員会および報酬委員会は、各々３回開催しました。
　さらに、取締役会より業務執行を委任された代表取締役社長を議長とする経営会議を24回開催し、グループ全体
の資源配分や重要事項を審議・決定するとともに、カンパニーレベル、本社部門レベルにおける事業戦略等重要事
項については、カンパニー会議、本社役員会議を開催して審議・決定しています。また、高圧ガス保安委員会を１
回開催し、高圧ガスの保安管理に関する基本方針・施策など重要事項を審議・決定しています。
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2. 当社及びグループ会社の取締役・使用人の職務執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
　ＵＢＥグループの企業倫理確立のため「私達の行動指針」を制定し、これを企業活動及び役員・従業員がとるべき
コンプライアンス実践の基準・規範とする。
　コンプライアンスの確保・推進及び市場における公正で自由な競争を損なう行為を防止し、企業活動の健全性確保
のためコンプライアンス・オフィサーを置き、その諮問機関として顧問弁護士を加えた「コンプライアンス推進委員
会」を設置する。さらに、外国為替及び外国貿易法など、国際平和及び安全の維持のために輸出管理法規において規
制されている貨物及び技術を不正に輸出または提供しないことを輸出管理の基本とし、ＵＢＥグループ内に周知徹底
するため、｢規制貨物等輸出管理委員会」を設置する。
　また、コンプライアンスに関する問題を迅速に察知・是正するため、職制ルートによらず役員・従業員が直接連絡
できる通報窓口（ＵＢＥ　Ｃ－Ｌｉｎｅ）を設ける。
　反社会的勢力の排除に向けたＵＢＥグループの基本的な姿勢を上記「私達の行動指針」に明記するとともに、｢反社
会的勢力に対する基本方針」を取締役会で決議し、市民社会を脅かす団体・組織等の反社会的勢力との関係遮断、不
当要求の拒絶と毅然たる対応等を具体的に定める。
　会計基準その他関連する法令・規則を遵守し、財務報告の信頼性を確保するために内部体制を整備する。

【運用状況の概要】
　当社は、グループ全体を対象としたコンプライアンス（競争法遵守を含む）、規制貨物等輸出管理について、執
行役員を委員長とする委員会を当期はそれぞれ３回、１回開催し、必要事項の審議を行うとともに、取締役会がこ
れらについて報告を受け、運用状況について確認しています。
　また、コンプライアンスに関する相談窓口や通報窓口（ＵＢＥ Ｃ－Ｌｉｎｅ）を設置して、コンプライアンスに
関する問題の早期発見および是正に努めています。
　さらに、ＵＢＥグループにおけるコンプライアンスの確保・推進のため、コンプライアンス・オフィサー（執行
役員）の下、コンプライアンス推進事務局が中心となり、当社およびグループ会社を対象として、イントラネット
を通じた情報提供、定期的なコンプライアンス意識調査、集合研修、e—ラーニング等の啓発・教育活動を実施し
て、コンプライアンス意識の浸透、定着を図っています。
　2017年度に当社グループで判明した品質検査上の不適切行為については、経営陣ならびに従業員の意識および組
織風土の改革に取り組むとともに、再発防止策を着実に実行し品質保証システムの継続的な改善・適正化を進めて
います。今後もグループ全体にわたる品質管理体制の強化と法令・ルールを遵守する企業文化の醸成に努めてまい
ります。
　反社会的勢力の排除については、各事業所において不当要求防止責任者を任命するとともに、契約締結時・締結
後の取引先審査・監視、地域の警察や暴力追放運動推進センター等の外部専門機関との関係を構築するなどの対応
を行なっています。

3. 当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制並びにグループ会社の取締役の職務の執行に係る
事項の当社への報告に関する体制
　法令並びに取締役会規程、稟議規程、経営会議規程、カンパニー会議規程及び本社役員会議規程等の社内規程に基
づき、文書（電磁的記録を含む）を記録、保存するとともに、必要に応じて閲覧可能な状態を維持する。
　また、当社は、グループ会社の取締役に対し、当社が定める各種委員会等の規程に従って必要事項を報告するとと
もに、当該グループ会社において重要な事象が発生した場合には、直ちに当社へ報告することを義務付ける。

【運用状況の概要】
　当社は、法令および社内規程に基づき、例えば、取締役会、経営会議、カンパニー会議、本社役員会議について
は開催毎にその資料、議事録（電磁的記録を含む）を保管するなど取締役の職務の執行に係る情報を適切に保存お
よび管理する体制を構築するとともに、取締役、監査等委員会がこれらを随時閲覧可能な状態に維持しています。
　また、当社は、グループ会社の取締役等に対し、定期的および必要に応じて、経営会議およびカンパニー会議、
本社役員会議等において必要事項を報告させています。

4. 当社及びグループ会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　取締役会・経営会議などの意思決定の各過程において、事業の目的達成を阻害するリスクを洗出し、そのリスク発
生可能性と影響度を評価した上で適切な対策を実施する。
　リスクの洗出しと発生可能性及び影響度を収集するための全社統一した管理システムを設け、リスク情報の一元管
理を行う部署を設置し、当社及びグループ会社の損失の危険の管理に関する内部体制を整備する。
　更に、以下の委員会等を設け個別のリスクに対処する体制をとる。
①情報セキュリティ委員会

　「情報セキュリティポリシー」を定め、これを周知徹底し遵守状況をチェックするとともに、情報セキュリティ
に関する規則・規程を整備する。
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②危機対応委員会
　国内及び海外における緊急事態に速やかに対処するため、情報の集約や社内外への対応などについてマニュアル
を整備し、内外統一的な危機対応体制を構築する。

【運用状況の概要】
　当社は、取締役会の審議の過程において、事業の目的達成を阻害するリスクに対し適切な対策を講じています。
また、経営会議において経営上の重要（重大）リスクの選定と対策案等の策定を行い、取締役会は、その妥当性と
適切性をモニタリングしています。
　リスクマネジメントに関する業務を統括・推進するためにチーフ・リスク・オフィサー（CRO）を選任し、CRO
の補佐およびリスク情報の一元管理を行う「リスク管理部」を設置するとともに、新たなリスク管理システムの運
用を開始し、リスクが顕在化した場合の損害を最小限に抑えるよう適切に管理しています。
　さらに、グループを網羅する情報セキュリティなど個別のリスクに対処するため、当期においては情報セキュリ
ティ委員会を２回、危機対応委員会を１回開催し、リスクに対処するための適切な体制を構築・維持しています。

5. 当社及びグループ会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　監査等委員会設置会社として、経営における「監督機能」と「業務執行機能」をより明確に分離し、株主利益の代
弁者として中長期的視点から株主価値の最大化を推進する機関としての役割を担う取締役会は、監督機能に軸足をお
き、重要な業務執行の権限を代表取締役社長に委任することで、意思決定の迅速化を図る。また、執行役員制度を導
入し、執行役員が業務執行に専念できる体制も整えている。
　取締役会は、執行役員を兼任しない取締役が議長を務めて業務執行の妥当性・効率性を監督することにより、透明
性を高め、株主価値の最大化とリスクの最小化を図る。
　当社は最適なコーポレート・ガバナンスのあり方を常に検討しながら、経営における執行機能の強化・迅速化と、
戦略的意思決定機能、コーポレート・ガバナンス機能の一層の充実を図っている。
　グループ会社についても、前記１．の「当社及びグループ会社から成る企業集団における業務の適正を確保するた
めの体制」に記載した通り、グループマネジメント、カンパニーマネジメント等を通じて、ＵＢＥグループとしてグ
ループ会社の取締役の効率的な職務の執行を図っていく。

【運用状況の概要】
　取締役会は、取締役会規程に基づき、経営上重要な業務執行（経営計画・予算、金額・リスクの観点から重要な
事項等）について決定しています。また、監督機能に軸足をおき、重要な業務執行の権限を代表取締役社長に委任
することで、意思決定の迅速化を図りながら、業務執行の妥当性・効率性を監督しています。
　代表取締役社長は、執行方針を明確にし、各カンパニーの目標を設定するとともに、カンパニーに対しその目標
達成に向けて自律的に業務を執行させています。
　また、グループ会社については、カンパニー会議、本社役員会議において、グループ会社の事業戦略等重要事項
を審議・決定し、かつ経営状況の報告を受けることを通して、グループ会社の取締役の効率的な職務執行を図って
います。

6. 監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する体制並びにその使
用人の取締役（監査等委員である者を除く）からの独立性及びその使用人に対する監査等委員会の指示の実効性の確
保に関する事項
　監査等委員会の補助者として専任スタッフを配置する。当該専任スタッフは、監査等委員会の指揮命令に基づき、
監査等が効率的且つ円滑に遂行できるよう、監査等計画の立案及び監査等の補助を行う。また、同スタッフの人事考
課、人事異動、懲戒処分については監査等委員会の同意を必要とする。
　また、監査等委員会は、同スタッフの充実と取締役（監査等委員である者を除く）からの独立性及び同スタッフに
対する監査等委員会の指示の実効性の確保に関して、代表取締役社長との間で意見交換を行う。

【運用状況の概要】
　当社は、監査等委員会の補助者として専任スタッフを配置するとともに、監査等委員会の指示の実効性を確保す
るため人事考課、人事異動、懲戒処分において当該スタッフの取締役（監査等委員である者を除く）からの独立性
に配慮した対応をしています。
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7. 当社及びグループ会社の取締役（監査等委員である者を除く）、執行役員及び使用人並びにグループ会社の監査役が
当社監査等委員会に報告をするための体制、並びに当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを
確保するための体制
　当社及びグループ会社の取締役（監査等委員である者を除く）、執行役員及び使用人並びにグループ会社の監査役
は、当社及びグループ会社に重大な法令違反、コンプライアンスに関する重要な事実、及び著しい損害を及ぼすおそ
れのある事実があることを発見したときは、直ちに当社監査等委員会に報告する。また、当社は、当該報告をしたこ
とを理由として不利な取扱いを行うことを禁止し、その旨を当社及びグループ会社内に周知徹底する。

【運用状況の概要】
　当社およびグループ会社に法令違反、コンプライアンスに関する事実および損害を及ぼすおそれのある事実があ
ることを発見したときは、所定の方法により監査等委員会に報告がなされています。また、グループ経営指針およ
びUBEグループコンプライアンス規程に基づき、当該報告をした者に対して不利な取扱をしていません。

8. 監査等委員である取締役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続きその他の当該職務の執行について
生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
　当社は、監査等委員である取締役がその職務の執行について前払等の請求をしたときは、当該請求に係る費用又は
債務が当社監査等委員である取締役の職務に必要でないと証明した場合を除き、速やかに当該費用または債務を支払
う。

【運用状況の概要】
　当社は、監査等委員である取締役の職務の執行にともない発生する費用等について、監査等委員である取締役か
らの請求に基づき支払っています。

9. その他監査等委員会の監査等が実効的に行われることを確保するための体制
　監査等委員である取締役は、重要な意思決定の過程及び業務の執行状況を把握するため、重要な会議に出席し意見
を述べるとともに、重要な決裁書類を閲覧し、取締役（監査等委員である者を除く）、執行役員及び使用人からの業
務報告聴取を行うことができる。監査等委員会は、代表取締役社長と定期的に会合をもち、経営方針の確認及び重要
課題等について意見交換を行う。
　監査等委員会は、内部監査部門と内部監査計画について事前協議を行う。また、監査結果等の報告を定期的に受け、
必要に応じて内部監査部門に指示等を行うことができる。監査等委員会は、グループ会社の監査役と情報交換を行い、
必要に応じて内部監査部門に調査を求め、又は指示等を行うことができる。
　監査等委員会は、会計監査人から会計監査計画及び実施結果の説明を受けるとともに、会計監査人と定期的に及び
必要に応じて情報交換を行い、相互の連携を図る。
　監査等委員である取締役は、取締役（監査等委員である者を除く）の人事及びその報酬についての監督を行うため、
取締役会の下部組織である指名委員会及び報酬委員会に陪席することができる。

【運用状況の概要】
　常勤の監査等委員である取締役は、経営会議・カンパニー会議等の重要な会議に出席し、意見を述べています。
　監査等委員会は、代表取締役社長と定期的あるいは適宜会合を持ち、内部統制システムおよび事業上の課題・対
応等について忌憚なく意見を交換しています。
　内部監査部門とは、内部監査計画について事前協議を行い、監査結果についての報告を定期的に受けるとともに
適宜指示を行っており、グループ会社の監査役とは定期的な情報交換により連携を図っています。会計監査人から
は会計監査計画および実施結果の説明を受け、定期的および必要に応じて情報交換を行い相互の連携を図っていま
す。
　また、監査等委員である社外取締役が指名委員会および報酬委員会に陪席し、必要に応じて意見を述べています。
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連結株主資本等変動計算書（2019年４月１日から2020年３月31日まで）

（単位：百万円）
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当期首残高 58,435 40,355 235,671 (-) 12,798 321,663
当期変動額

剰余金の配当 (-) 12,659 (-) 12,659
親会社株主に帰属する
当期純利益 22,976 22,976

自己株式の取得 (-) 7 (-) 7
自己株式の処分 (-) 27 160 133
連結範囲の変動 (-) 8 (-) 8
連結子会社株式の
取得による持分の増減 (-) 28 (-) 28

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 - (-) 55 10,309 153 10,407
当期末残高 58,435 40,300 245,980 (-) 12,645 332,070

（単位：百万円）
その他の包括利益累計額

新　株
予約権

非 支 配
株主持分

純資産
合　計そ の 他

有 価 証 券
評価差額金

繰延ヘッジ
損 益

為 替 換 算
調 整 勘 定

退 職 給 付
に 係 る
調整累計額

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

当期首残高 4,217 (-) 5 6,075 (-) 2,430 7,857 626 24,406 354,552
当期変動額

剰余金の配当 (-) 12,659
親会社株主に帰属する
当期純利益 22,976

自己株式の取得 (-) 7
自己株式の処分 133
連結範囲の変動 (-) 8
連結子会社株式の
取得による持分の増減 (-) 28

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） (-) 2,233 14 (-) 3,953 (-) 1,360 (-) 7,532 (-) 53 (-) 2,927 (-) 10,512

当期変動額合計 (-) 2,233 14 (-) 3,953 (-) 1,360 (-) 7,532 (-) 53 (-) 2,927 (-) 105
当期末残高 1,984 9 2,122 (-) 3,790 325 573 21,479 354,447
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連　結　注　記　表

（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
1.　連結の範囲に関する事項

連結子会社の数　69社
主要な連結子会社の名称：宇部興産機械㈱、宇部マテリアルズ㈱、宇部アンモニア工業㈲、宇部エクシモ㈱、宇

部マクセル㈱、ウベ・マシナリー，インコーポレーテッド、ウベ・アドバンスド・マ
テリアルズ，インコーポレーテッド、アドバンスド・エレクトロライト・テクノロジ
ーズ，エルエルシー、ウベ・コーポレーション・ヨーロッパ，エスエーユー、ウベ・
ケミカルズ・アジア，パブリック・カンパニー・リミテッド、タイ・シンセティック・
ラバーズ，カンパニー・リミテッド、ウベ・ファイン・ケミカルズ・アジア，カンパ
ニー・リミテッド

主要な非連結子会社の名称：宇部日新石灰㈱、中四国宇部コンクリート工業㈱
なお、非連結子会社は、いずれも小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利
益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため連結の範囲から除
外している。

2.　持分法の適用に関する事項
持分法を適用した非連結子会社の数　10社

主要な持分法を適用した非連結子会社の名称：宇部日新石灰㈱、中四国宇部コンクリート工業㈱
持分法を適用した関連会社の数　　　16社

主要な持分法を適用した関連会社の名称：宇部三菱セメント㈱、ユーエムジー・エービーエス㈱
持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社

主要な持分法を適用しない非連結子会社の名称：大成工業㈱
主要な持分法を適用しない関連会社の名称：山機運輸㈱
なお、持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持
分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体と
しても重要性がないため持分法の適用の範囲から除外している。

3.　連結の範囲の変更
連結子会社であったUBEコールトレーディング㈱については、当期中に清算結了したため、連結の範囲から除外し
た。
連結子会社であったユー・イー・エル㈱については、当期中に出資持分の一部を譲渡したことにより子会社でなく
なったため、連結の範囲から除外した。これに伴い当期より、同社の子会社であった宇部電子（無錫）有限公司を
連結の範囲から除外した。
新規設立子会社である宇部加工テック㈱は、当期より連結の範囲に含めた。

4.　持分法の適用の範囲の変更
連結子会社であったユー・イー・エル㈱については、当期中に出資持分の一部を譲渡したことにより関連会社とな
ったため、京セラ宇部RFテック㈱として持分法の適用の範囲に含めた。

5.　会計方針に関する事項
(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

そ の 他 有 価 証 券：時価のあるもの
決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却
原価は移動平均法により算定）

時価のないもの
移動平均法による原価法
但し、匿名組合出資金については、当該匿名組合の直近決算期における純資産の当社持
分割合で評価している。

(2) デリバティブ等の評価基準及び評価方法
：時価法

(3) たな卸資産の評価基準及び評価方法
主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算
定している。

― 7 ―
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(4) 減価償却資産の減価償却の方法
有 形 固 定 資 産
（リース資産を除く）

：主として定額法を採用しているが、一部の連結子会社は定率法を採用している。但し、
1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降
に取得した建物附属設備及び構築物については定額法を採用している。

無 形 固 定 資 産
（リース資産を除く）

：鉱業権については生産高比例法、その他については定額法を採用している。なお、自社利
用のソフトウェアについては社内における見込利用可能期間（５年）に基づく定額法を採
用している。

リ ー ス 資 産：
所有権移転外ファイナンス・リース取引

：リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。
(5) 繰延資産の処理方法

社債発行費については、繰延資産に計上し、社債償還期限で均等償却している。
(6) 重要な引当金の計上基準

貸 倒 引 当 金：債権の貸倒れによる損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収
可能性を検討し、回収不能見積額を計上するほか、個別に回収不能を見積った債権を除い
た一般債権に対して、過去の一定期間における貸倒実績から算出した貸倒実績率を乗じた
額を計上している。

賞 与 引 当 金：従業員に支給する賞与に充てるため、支給見込額を計上している。
受 注 損 失 引 当 金：受注契約に係る将来の損失に備えるため、損失が発生する可能性が高いと見込まれ、かつ、

当該損失額を合理的に見積ることが可能な受注契約について、損失見込額を計上してい
る。

役員退職慰労引当金：多くの連結子会社は役員の退職慰労金に充てるため、役員退職慰労金支給内規に基づき計
算した期末要支給額を計上している。

特 別 修 繕 引 当 金：アンモニア製造設備等の定期修繕に要する支出に備えるため、見積額を計上している。
事 業 損 失 引 当 金：当社及び連結子会社が営む事業に関連して今後発生が見込まれる損失について、合理的に

見積り可能な金額を計上している。
(7) 退職給付に係る会計処理の方法

①　退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当期末までの期間に帰属させる方法については、給付算定式
基準によっている。

②　数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10～14年）による定率法
により、翌期から費用処理している。なお、一部の連結子会社は定額法を採用している。
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５～14年）による定額法により
費用処理している。なお、一部の連結子会社は定率法を採用している。

③　小規模企業等における簡便法の採用
多くの連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額
を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用している。

(8) ヘッジ会計の方法
①　ヘッジ会計の方法

主として繰延ヘッジ処理を採用している。金利スワップについては特例処理の要件を満たしている場合は、特
例処理を採用している。

②　ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段 ヘッジ対象
金利スワップ 借入金
金利オプション 借入金
為替予約 外貨建債権・債務及び外貨建予定取引
通貨オプション 外貨建債権・債務及び外貨建予定取引
通貨スワップ 外貨建借入金
石炭スワップ 市場連動価格で購入する石炭

③　ヘッジ方針
当社及び連結子会社は内部規定である「金融市場リスク管理規程」及び「リスク管理要領」等に基づき、金利
変動リスク及び為替変動リスクをヘッジしている。
当社が行う石炭ヘッジ取引については、｢石炭ヘッジ取引リスク管理規程」及び「石炭ヘッジ取引リスク管理要
領」に基づき、価格変動リスクをヘッジしている。
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④　ヘッジの有効性評価の方法
それぞれのヘッジ手段とヘッジ対象が対応していることを確認することにより、有効性を評価している。但し、
特例処理によった金利スワップについては有効性評価を省略している。

(9) のれんの償却方法及び償却期間
のれんは、計上後20年以内でその効果の発現する期間に応じて均等償却している。

(10) 消費税等の処理の方法
税抜方式によっている。

（連結貸借対照表に関する注記）
1.　担保に供している資産及び担保に係る債務

担保に供している資産
有 ・ 無 形 固 定 資 産 9,585百万円

担保に係る債務
短 期 借 入 金 50百万円
長 期 借 入 金
（一年以内返済額を含む）

1,614百万円

2. 有形固定資産の減価償却累計額 760,139百万円
なお、減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれている。

3. 保 証 債 務
債 務 保 証 8,021百万円

4. 受 取 手 形 割 引 高 114百万円

（連結損益計算書に関する注記）
1.　特別損失（その他）の内訳

投 資 有 価 証 券 売 却 損 13百万円
投 資 有 価 証 券 評 価 損 298百万円

2.　減損損失

場所 用途 種類 減損損失
（百万円）

神奈川県足柄下郡他 （処分予定資産）
処分予定資産 土地及び建物等 180

山口県山口市 （事業用資産）
ゴルフ場事業用資産 土地及び構築物等 4,617

福島県郡山市他 （事業用資産）
光通信関連製品製造設備 機械装置及び建物等 439

計 5,236

　当社グループは、ビジネスユニット及び事業部を最小の単位として資産のグループ化を行っている。なお、遊休資産、
賃貸資産及び処分予定資産については、個々の物件ごとに減損の要否を判定している。
　時価の下落した処分予定資産（２件）について、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損
損失（180百万円）として特別損失に計上した。その内訳は、土地84百万円、建物他96百万円である。なお、回収可
能価額は正味売却価額により測定しており、時価については、処分予定資産の土地は鑑定評価額に準ずる評価額により
算定し、処分予定資産の建物他は備忘価額によっている。
　宇部興産開発㈱については、ゴルフ場事業の譲渡を意思決定したことに伴い、ゴルフ場事業用資産の帳簿価額を売買
約定額まで減額し、当該減少額を減損損失（4,617百万円）として特別損失に計上した。その内訳は、土地3,297百万
円、構築物559百万円、建物548百万円、機械装置他213百万円である。
　宇部エクシモ㈱については、収益性の悪化により、光通信関連製品製造設備の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、
当該減少額を減損損失（439百万円）として特別損失に計上した。その内訳は、機械装置240百万円、建物172百万円、
他27百万円である。なお、当資産グループの回収可能価額は使用価値により測定しているが、将来キャッシュ・フロー
がマイナスとなったため割引率の記載を省略している。
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（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
1.　当期末の発行済株式の種類及び総数

普 通 株 式 106,200,107株

2.　配当に関する事項
(1) 配当金支払額

決　　議 株式の種類 配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円） 基準日 効力発生日

2019年 6 月27日
定時株主総会 普通株式 8,101 80.00 2019年 3 月31日 2019年 6 月28日

2019年11月 1 日
取締役会 普通株式 4,558 45.00 2019年 9 月30日 2019年12月 3 日

(2) 基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの
2020年６月26日開催の定時株主総会において、次のとおり付議する。

① 配 当 の 原 資 利益剰余金
② 配 当 金 の 総 額 4,559百万円
③ １ 株 当 た り 配 当 額 45.00円
④ 基 準 日 2020年 3 月31日
⑤ 効 力 発 生 日 2020年 6 月29日

3.　当期末の新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く。）の目的となる株式の種類及び数
普 通 株 式 111,000株

（金融商品に関する注記）
1.　金融商品の状況に関する事項

　当社及び連結子会社は、資金運用については元本毀損リスクの少ない短期的な預金等で行い、銀行等金融機関か
らの借入やコマーシャル・ペーパー、社債及び新株予約権付社債の発行等により資金調達を行っている。
　受取手形及び売掛金に係る信用リスクは、｢売掛金回収規程」及び「販売基本規程」等に従いリスクの軽減を図っ
ている。また、投資有価証券は主に株式であり、定期的に時価や発行体の財務状況等を把握している。
　短期借入金、コマーシャル・ペーパーは主に営業取引に係る資金調達であり、社債、長期借入金は主に設備投資
に係る資金調達である。変動金利支払の借入金は、一部はデリバティブ取引（金利スワップ取引及び金利オプショ
ン取引）を行いリスクヘッジしている。外貨で調達する借入金はデリバティブ取引（通貨スワップ取引）を行いリ
スクヘッジしている。
　なお、デリバティブ取引は内部管理規程に従い、リスクを回避することを目的とし、投機的な取引は行わないと
している。

― 10 ―

連結注記表



2020/05/29 10:28:23 / 20637963_宇部興産株式会社_招集通知（Ｆ）

2.　金融商品の時価等に関する事項
　2020年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次
のとおりである。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めていない（（注２）
を参照）。

（単位：百万円）
連結貸借対照表計上額

（＊１） 時価（＊１） 差額

(1) 現金及び預金 41,226 41,226 －
(2) 受取手形及び売掛金 158,140 158,140 －
(3) 投資有価証券

その他有価証券 9,104 9,104 －
(4) 支払手形及び買掛金 （92,620） （92,620） －
(5) 短期借入金（＊２） （26,009） （26,009） －
(6) 未払金 （33,192） （33,192） －
(7) 未払法人税等 （4,369） （4,369） －
(8) 社債 （60,000） （59,891） （109）
(9) 長期借入金（＊２） （101,895） （102,047） 152
(10) デリバティブ取引（＊３） 1,213 1,213 －
（＊１） 負債に計上されているものについては、（　）で示している。
（＊２） １年内返済予定の長期借入金（連結貸借対照表計上額17,475百万円）は、(9) 長期借入金に含めている。
（＊３） デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示している。

（注１） 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブに関する事項
(1) 現金及び預金、並びに (2) 受取手形及び売掛金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっている。
(3) 投資有価証券

　これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格又は取引金融機関から提示さ
れた価格によっている。

(4) 支払手形及び買掛金、(5) 短期借入金、(6) 未払金、並びに (7) 未払法人税等
　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっている。
(8) 社債

　これらの時価について、市場価格のあるものは市場価格に基づき、市場価格のないものは、元利金の合計額を
当該社債残存期間に応じて新規に同様の社債を発行した場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定
している。
(9) 長期借入金

　長期借入金の時価については、元利金の合計額を、残存期間で新規に借入を行った場合に想定される利率で割
り引いた現在価値により算定している。変動金利による長期借入金は金利スワップの特例処理の対象とされてお
り（下記 (10) 参照）、当該金利スワップと一体として処理された元利金の合計額を、同様の借入を行った場合
に適用される合理的に見積もられる利率で割り引いて算定している。

(10) デリバティブ取引
　金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として処理されているため、
その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載している（上記 (9) 参照）。

（注２） 非上場株式等（連結貸借対照表計上額44,222百万円）は、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難
と認められるものであるため、｢(3) 投資有価証券　その他有価証券」には含めていない。
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（賃貸等不動産に関する注記）
1.　賃貸等不動産の状況に関する事項

　当社及び一部の連結子会社では、山口県その他の地域において、遊休不動産及び賃貸用不動産を所有している。
2.　賃貸等不動産の時価に関する事項

（単位：百万円）
連結貸借対照表計上額 時　　　　　価

16,379 40,423
（注１） 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額である。
（注２） 当期末の時価は、主要な物件については外部の不動産鑑定士による不動産鑑定評価書に基づく金額、その他の

物件については一定の評価額や適切に市場価格を反映していると考えられる指標に基づいて自社で算定した金
額である。

（１株当たり情報に関する注記）
１株当たり純資産額 3,287円73銭
１株当たり当期純利益 227円33銭

（重要な後発事象に関する注記）
無担保社債の発行
　当社は、2020年３月27日開催の取締役会決議に基づき、次のとおり国内無担保普通社債を発行した。

宇部興産株式会社第17回無担保社債（社債間限定同順位特約付）
(1) 発行総額 10,000百万円
(2) 発行価格 各社債の金額100円につき金100円
(3) 利率 年0.580%
(4) 利払日 毎年 5 月 1 日及び11月 1 日
(5) 払込期日 2020年 5 月 1 日
(6) 償還期限 2030年 5 月 1 日
(7) 償還の方法 満期一括償還
(8) 資金の使途 長期借入金返済資金

（その他の注記）
1.　記載金額は百万円未満を四捨五入して表示している。
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株主資本等変動計算書（2019年４月１日から2020年３月31日まで）

（単位：百万円）
株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資　本
準備金

その他
資　本
剰余金

資　本
剰余金
合　計

その他利益剰余金
配当引当
積 立 金

減　債
積立金

固 定 資 産
圧縮積立金

特 定 災 害
防止準備金

別　途
積立金

当期首残高 58,434 35,637 3,574 39,211 120 300 4,987 56 12,000
当期変動額

固定資産圧縮積立金の
取崩 (-) 340

特定災害防止準備金の
積立 10

剰余金の配当
当期純利益
自己株式の取得
自己株式の処分 (-) 26 (-) 26
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 - - (-) 26 (-) 26 - - (-) 340 10 -
当期末残高 58,434 35,637 3,547 39,185 120 300 4,647 66 12,000

（単位：百万円）
株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
利益剰余金

自己株式 株主資本
合　　計

そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

繰延ヘッジ
損 益

評価・換算
差額等合計

そ　の　他
利益剰余金 利益剰余金

合　　　計繰 越 利 益
剰 余 金

当期首残高 69,216 86,679 (-) 12,494 171,831 3,337 - 3,337 626 175,795
当期変動額

固定資産圧縮積立金の
取崩 340 - - -

特定災害防止準備金の
積立 (-) 10 - - -

剰余金の配当 (-) 12,658 (-) 12,658 (-) 12,658 (-) 12,658
当期純利益 17,032 17,032 17,032 17,032
自己株式の取得 (-) 7 (-) 7 (-) 7
自己株式の処分 159 132 132
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） (-) 1,695 11 (-) 1,684 (-) 52 (-) 1,737

当期変動額合計 4,704 4,374 152 4,499 (-) 1,695 11 (-) 1,684 (-) 52 2,762
当期末残高 73,920 91,053 (-) 12,342 176,331 1,641 11 1,652 573 178,558
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個　別　注　記　表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
1.　有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式：移動平均法による原価法
そ の 他 有 価 証 券：時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理
し、売却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの
移動平均法による原価法
但し、匿名組合出資金については、当該匿名組合の直近決算期における純資産の
当社持分割合で評価している。

2.　デリバティブ等の評価基準及び評価方法
：時価法

3.　たな卸資産の評価基準及び評価方法
商 品 及 び 製 品：原価法（総平均法）
仕 掛 品：原価法（総平均法、個別法）
原 材 料 及 び 貯 蔵 品：原価法（総平均法）

貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法
4.　固定資産の減価償却の方法

有形固定資産（リース資産を除く）
建物、構築物、機械及び装置：定額法
そ の 他：定率法

無形固定資産（リース資産を除く）
ソ フ ト ウ ェ ア：社内における見込利用可能期間（５年）に基づく定額法
そ の 他

鉱 業 権：生産高比例法
そ の 他：定額法

リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引

：リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法
5.　繰延資産の処理方法

社債発行費については、繰延資産に計上し、社債償還期限で均等償却している。
6.　引当金の計上基準

貸 倒 引 当 金：債権の貸倒れによる損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定の債権については個別
に回収可能性を検討し、回収不能見積額を計上するほか、個別に回収不能を見積っ
た債権を除いた一般債権に対して、過去の一定期間における貸倒実績から算出した
貸倒実績率を乗じた額を計上している。

賞 与 引 当 金：従業員に支給する賞与に充てるため、支給見込額を計上している。
退 職 給 付 引 当 金：従業員の退職給付に充てるため、当期末における退職給付債務及び年金資産の見込

額に基づき計上している。
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当期末までの期間に帰属させる方
法については、給付算定式基準によっている。
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（13
年）による定額法により費用処理している。
数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数
（13年）による定率法により、翌期から費用処理している。
なお、当期末においては、年金資産の額が、退職給付債務に未認識過去勤務費用、
及び未認識数理計算上の差異を加減した額を超過しているため、当該超過額は前払
年金費用として投資その他の資産に計上している。

関 連 事 業 損 失 引 当 金：関係会社の財政状態の悪化に伴う損失に備えるため、投資額を超えて当社が負担す
ることとなる損失見込額及び事業の整理に関連して発生する損失見込額を計上して
いる。
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7.　ヘッジ会計の方法
(1) ヘッジ会計の方法

主として繰延ヘッジ処理を採用している。金利スワップについては特例処理の要件を満たしている場合は、特例
処理を採用している。

(2) ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段 ヘッジ対象
金利スワップ 借入金
金利オプション 借入金
為替予約 外貨建債権・債務及び外貨建予定取引
通貨オプション 外貨建債権・債務及び外貨建予定取引
通貨スワップ 外貨建借入金
石炭スワップ 市場連動価格で購入する石炭

(3) ヘッジ方針
当社の内部規定である「金融市場リスク管理規程」、｢リスク管理要領」及び「石炭ヘッジ取引リスク管理規程」、
｢石炭ヘッジ取引リスク管理要領」に基づき、金利変動リスク、為替変動リスク及び価格変動リスクをヘッジして
いる。

(4) ヘッジの有効性評価の方法
それぞれのヘッジ手段とヘッジ対象が対応していることを確認することにより、有効性を評価している。但し、
特例処理によった金利スワップについては有効性評価を省略している。

8.　消費税等の処理の方法
税抜方式によっている。

（貸借対照表に関する注記）
1.　有形固定資産の減価償却累計額 434,062百万円

なお、減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれている。
2.　保証債務

下記の会社等の銀行借入等に対し保証及び保証類似行為を行っている。
（債務保証）
ロッテ・ウベ・シンセティック・ラバー、
エスディーエヌ・ビーエイチディー

5,873百万円（53,428千US＄、2,339千マレー
シアリンギット）

その他４件 2,914百万円（うち外貨建189,240千人民元）
計 8,788百万円

（保証予約）
㈱関東宇部ホールディングス 1,085百万円
その他２件 382百万円

計 1,467百万円
3.　関係会社に対する金銭債権・債務

関係会社に対する短期金銭債権 34,101百万円
関係会社に対する長期金銭債権 8,095百万円
関係会社に対する短期金銭債務 47,212百万円
関係会社に対する長期金銭債務 197百万円
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（損益計算書に関する注記）
1.　関係会社との取引

関 係 会 社 に 対 す る 売 上 高 87,069百万円
関 係 会 社 か ら の 仕 入 高 73,808百万円
関係会社との営業取引以外の取引高 14,341百万円

2.　特別損失（その他）の内訳
関 係 会 社 株 式 売 却 損 165百万円
投 資 有 価 証 券 評 価 損 289百万円
減 損 損 失 180百万円

（株主資本等変動計算書に関する注記）
自己株式の種類及び株式数

当期首株式数 当期増加株式数 当期減少株式数 当期末株式数
普　通　株　式 4,941,207株 3,220株 63,115株 4,881,312株

合　　　計 4,941,207株 3,220株 63,115株 4,881,312株
（注） 普通株式の自己株式の株式数の増加3,220株は、単元未満株式の買取請求に伴う増加3,220株による。

普通株式の自己株式の株式数の減少63,115株は、新株予約権の行使に伴う減少62,600株、単元未満株式の買
増請求に伴う売却515株による。

（税効果会計に関する注記）
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
(繰延税金資産)

賞 与 引 当 金 繰 入 額 否 認 966百万円
有 姿 除 却 解 体 費 用 否 認 2,324百万円
株 式 評 価 損 否 認 3,817百万円
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 否 認 2,227百万円
固 定 資 産 減 損 損 失 額 否 認 1,859百万円
そ の 他 4,295百万円

繰 延 税 金 資 産 小 計 15,488百万円
評 価 性 引 当 額 (-)6,469百万円
繰 延 税 金 資 産 合 計 9,019百万円
(繰延税金負債)

その他有価証券評価差額金 (-)720百万円
固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 (-)2,039百万円
合 併 受 入 固 定 資 産 評 価 益 (-)491百万円
前 払 年 金 費 用 (-)2,203百万円
そ の 他 (-)473百万円

繰 延 税 金 負 債 合 計 (-)5,926百万円
繰 延 税 金 資 産 の 純 額 3,093百万円
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（関連当事者との取引に関する注記）
子会社等

属性 会社名 住所
資本金又
は出資金
(百万円)

事業の内容
議決権等
の所有
(被所有)

割合

関係内容
取引の
内容

取引金額
(百万円) 科目 期末残高

(百万円)役員の
兼任等

事業上
の関係

子会社 宇部興産海運
㈱

山口県
宇部市 664

内航海運、
港湾運送等
の物流サー
ビス

（所有）
直接

100％

兼任３人
(うち当社

従業員
３人)

当社グルー
プの製品の
海上輸送及
び荷役作業

余剰資金
の預り
（注1）

－ 預り金 5,790

子会社 宇部マテリア
ルズ㈱

山口県
宇部市 4,047

カルシア、
マ グ ネ シ
ア、機能性
無機材料の
製造、販売

(所有)
直接

100％

兼任２人
(うち当社

従業員
２人)

当社石灰石
の販売

余剰資金
の預り
（注1）

－ 預り金 5,562

配当金の
受取

（注2）
1,690 － －

子会社 宇部興産機械
㈱

山口県
宇部市 6,700

一般産業用
機械、橋梁
の製造、販
売、据付、
アフターサ
ービス

(所有)
直接

100％

兼任４人
(うち当社

従業員
４人)

当社グルー
プの機械事
業を統括

配当金の
受取

（注2）
1,680 － －

子会社 宇部興産開発
㈱

山口県
山口市 100 ホテルの経

営
（所有）

直接
100％

兼任２人
(うち当社

従業員
２人)

出向１人

当社グルー
プのホテル
の経営

資金の
貸付

（注3）
6,600 長期貸付金 6,600

関連
会社

ロ ッ テ ・ ウ
ベ・シンセテ
ィック・ラバ
ー、エスディ
ーエヌ・ビー
エイチディー

マレーシア
ジョホール

州

(千マレー
シアリン
ギット)

184,050

ポリブタジ
エ ン の 製
造、販売

（所有）
直接
50％

兼任１人
(うち当社

従業員
１人)

出向１人

当社化学事
業の一環と
して、マレ
ーシアでポ
リブタジエ
ンを製造、
販売

債務保証
（注4） 5,873 － －

関連
会社

宇部三菱セメ
ント㈱

東京都
千代田区 8,000

セメント、
セメント系
固化材、ス
ラグ粉の販
売

(所有)
直接

50.0％

兼任２人
(うち当社

従業員
１人)

出向１人

当社セメン
ト製品の販
売

セメント
製品の
販売

（注5）
33,084 売掛金 12,424

上記金額のうち、取引金額には消費税等は含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれている。
取引条件及び取引条件の決定方針等

 

（注１） グループ内の効率的な資金運用のため、宇部興産海運㈱、宇部マテリアルズ㈱の保有する余剰資金を預ってお
り、市場金利を勘案して決定した利息を支払っている。なお反復的に取引が行われていることから取引金額の
記載は行っていない。

 

（注２） 宇部マテリアルズ㈱、宇部興産機械㈱は、当社のグループ会社配当方針に基づき配当している。
 

（注３） 宇部興産開発㈱に対する資金の貸付については市場金利を勘案して決定した利息を徴収している。
 

（注４） ロッテ・ウベ・シンセティック・ラバー、エスディーエヌ・ビーエイチディーの銀行借入につき、連帯保証を
行ったものである。取引金額は期末残高である。
保証先の財政状態等を勘案して、保証料率を合理的に決定している。

 

（注５） 宇部三菱セメント㈱へのセメント及びセメント系固化材の販売については、同社の販売価格から同社の販売経
費、物流経費等を差し引いた価格で行っている。

（１株当たり情報に関する注記）
１株当たり純資産額 1,756円68銭
１株当たり当期純利益 168円16銭

（重要な後発事象に関する注記）
1.　第114期連結計算書類、連結注記表、（重要な後発事象に関する注記）に記載しているため、注記を省略している。

（その他の注記）
1.　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示している。
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